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無駄なく綺麗につくるギンスケからのご提案　第 2 弾

長い間使わず、放置し
固まってしまった粘土

作っているとき割れて
しまった粘土

彫り、削りなどで
出た粉状の粘土

再生
銀粘土
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もどるんですキットセット内容

①銀粘土再生グレーター②もどしパック③磁製乳鉢④白ペーパー

⑤もどしシート⑥ＴＦシート（10cm×10cm×0.1mm）

⑦スポンジ⑧磁製すり棒⑨スプーン⑩木柄ヘラ

固まってしまった粘土や彫り・削りで出た粉状の粘土が PMC３シリーズなら再生できます。
PMC３シリーズは、他の銀粘土より、粘土を製造するときに使う純銀の粉が均一でしかも細かいものを

使用しているため、完成作品の強度が強く、仕上がりも綺麗に仕上がります。

それだけじゃなくて、もどるんですキットを使うと固まってしまった粘土や彫り・削りで出た粉状の粘土を

再生することができます。PMC３＋ギンスケならではの「節約術」です。

捨ててしまうのはもったいないですよね？
そこで「もどるんですキット」で銀粘土
をもう一度使えるようにしてしまいます。1

使い方はカンタン！3

2

もどるんですキットで銀粘土を再生し、無駄なく綺麗に！銀粘土ライフをお楽しみください。

お問い合わせは・・・

① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

銀粘土再生グレーターで粘土の
塊りをスリつぶし、粉状にします。 乳鉢に移し、もう一度スリつぶします。

もどしパックに水でぬらした
スポンジを入れます。

水にぬらした白ペーパーを置き、
その上にもどしシートを置きます。

乳鉢でスリつぶした粘土を、
もどしシートの上におきます。

もどしパックのふたをしめます。
20 ～ 24 時間静かにおいておきます。

もどしシートを取り出し、
TF シートの上に移します。

TF シートの上で木柄ヘラを使い、
粘土をまとめます。

指先で団子状にしながら、TF シートに
くっついた粘土を綺麗にまとめます。 粉状の粘土が再生できました。

再生のコツ
再生は、完全に元の状態にもどるわけではありません。しかし、できる限りベストな
状態にもどしたいですよね？整形のとき（乾燥体を加工するとき）にでる粉状の粘土は、
彫り・削りのときにでることが多いですが、スポンジ研磨材やサンドペーパーで削った
時に出た粉は、スポンジ研磨材やサンドペーパーの表面についている研磨材が混ざって
しまいますので一緒にしないで取っておくようにし、混ざりのない粉と異物が混ざって
いる粉を別々の容器に入れておきましょう。再生するときも別々にしたほうが良いです。

FAX お申込み


